
１. 授業時間 ：90分～120分

２. 準備期間 ：約半日（機材などの事前セッティングのため）

３. 対象地域 ：日本テレビの放送エリア（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、群馬県、茨城県、栃木県）

４. 対象人数 ：約50～100名 程度

５. スタッフ ：日本テレビ技術社員10～15名

６. 場 所 ：体育館・視聴覚室など（座学用）および中継車の駐車スペース（体験用）

７. そ の 他 ：

※テレビや新聞の取材が入ることがあります。

※放送を前提としたものではありません。

※児童の誘導など、先生・保護者の皆さまのご協力をお願い致します。

※費用はかかりません。

※電源やプロジェクターをお借りする場合もあります。

「日テレ体験教室」 募集要項



授業内容の例

■講義
映像について

報道カメラマンの体験談や撮影をする際の工夫、また、箱根駅伝を例に
中継のしくみを講義。放送にいたるまでの山頂での事前準備の様子なども
紹介。

■実演
①音声の仕事について

「ミキシング」という技術について紹介。楽器一つ一つの音色を別々に聞いた
後、その音色を合わせて（ミキシングして）、迫力のあるオーケストラの「演奏」
へと変化させる過程を実演。

②編集の仕事について
映像をより面白く、わかりやすくするための作業「編集」について、
クイズ形式で紹介。実際のニュースの映像に児童自らナレーションをつけたり、
「やってはいけない編集」の例を用いて、メディアリテラシーについても講義。

■実際に触ってみる

カメラ・音声ミキサー・中継車などを操作する体験

※本講義内容は、小学生高学年以上向けです。

■講義
映像について

報道カメラマンの体験談や撮影をする際の工夫、また、箱根駅伝を例に
中継のしくみを講義。放送にいたるまでの山頂での事前準備の様子なども
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■実演
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「ミキシング」という技術について紹介。楽器一つ一つの音色を別々に聞いた
後、その音色を合わせて（ミキシングして）、迫力のあるオーケストラの「演奏」
へと変化させる過程を実演。
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映像をより面白く、わかりやすくするための作業「編集」について、
クイズ形式で紹介。実際のニュースの映像に児童自らナレーションをつけたり、
「やってはいけない編集」の例を用いて、メディアリテラシーについても講義。

■実際に触ってみる

カメラ・音声ミキサー・中継車などを操作する体験

※本講義内容は、小学生高学年以上向けです。

日テレ体験教室は、テレビ画面からは見えない

放送の裏側の技術を紹介する出前社会科見学です。



「日テレ体験教室」 応募用紙

③その他（ ）②視聴覚室①体育館会場

月 日（ ）第２希望

人 （学年： ）対象者

月 日（ ）第１希望
希望日

備考

（特記事項）

①小学校 ②中学校 ③高校 ④その他学校名

住所：
連絡先

E-Mail：電話：

代表者氏名

送付先：〒105-7444 東京都港区東新橋１－６－１ 日本テレビ放送網株式会社 「あなたと日テレ」宛

※「日テレ体験教室」応募用紙在中とご明記ください。
※頂いた個人情報は、学校訪問決定に関するご連絡のみに使用いたします。
※学校を訪問させていただきたい方のみ、スタッフからご連絡いたします。


